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ウェルフェア
グリーン越谷
越谷市
築36年（1981年）
8階建　215戸
〈大規模改修履歴〉
1992年：第 1次
2003年：第 2次
2015年：第 3次
緑ゆたかな中庭を持つ
マンション
この 7月には、中庭で
納涼祭を予定



（第120号）� 2017年 7月15日発行�（2）

拝
啓
、
会
員
の
皆
様
！

時
下
、
益
々
ご
隆
盛
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
埼
管
ネ
ッ
ト
の
諸

活
動
に
色
々
と
ご
理
解
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
本
紙

面
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
、

一
言
、
感
謝
の
意
を
添
え
、
御

礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま

す
。さ

て
、
こ
の
度
、
４
月
の
理

事
会
に
て
、
会
長
職
に
任
命
を

賜
り
ま
し
た
理
事
の
栗
原
照
明

と
申
し
ま
す
。

若
輩
者
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ど
う
か
諸
先
輩
方
並
び
に
会
員

の
皆
様
方
の
従
前
以
上
の
ご
支

援
の
下
、
職
責
を
全
う
す
べ

く
、
精
一
杯
、
努
力
い
た
す
覚

悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ

ろ
し
く
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の

程
、
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

既
に
、
お
聞
き
及
び
の
方
も

お
ら
れ
る
と
推
察
い
た
し
ま
す

が
、
今
迄
、
長
年
に
亘
り
、
ご

尽
力
を
賜
っ
て
参
り
ま
し
た

佐
々
木
前
会
長
が
、
ご
高
齢
で

も
あ
り
、
勇
退
を
決
意
し
、
後

進
に
後
を
託
し
た
い
と
の
強
い

意
思
に
基
づ
き
、
私
・
栗
原
が

会
長
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
前
会
長
に
於
か
れ

ま
し
て
は
、
こ
の
春
先
よ
り
体

調
を
崩
さ
れ
、
入
院
加
療
中
で

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
幸
い

に
も
、
医
療
団
の
治
癒
の
継
続

と
本
人
の
努
力
に
よ
り
、
お
陰

様
を
も
ち
ま
し
て
、
無
事
、
退

院
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

現
在
は
、
引
続
き
、
ご
自
宅
に

て
リ
ハ
ビ
リ
中
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
、
併
せ
て
、
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
共
、

長
年
の
経
験
を
通
し
て
培
わ
れ

た
知
識
と
経
験
に
基
づ
き
、
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
け
る

も
の
と
存
じ
ま
す
。

尚
、
今
後
の
埼
管
ネ
ッ
ト
の

業
務
運
営
方
針
で
す
が
、
引
き

継
い
だ
我
々
で
英
知
を
結
集
し

一
致
団
結
し
て
、
な
ん
と
か
、

こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
方
に
は
従
来
に
も
増

し
た
ご
支
援
・
ご
協
力
を
御
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

勿
論
、
前
会
長
か
ら
の
運
営

方
針
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い

く
こ
と
に
何
ら
変
わ
り
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
取
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

共
、
経
営
基
盤
を
よ
り
一
層
強

化
す
る
為
に
も
、
事
務
局
経
費

の
更
な
る
節
減
を
行
い
、
運
営

役
員
の
一
部
に
も
、
新
た
な
ご

負
担
を
御
願
い
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

今
期
は
、
一
層
の
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
会
員
増
強
を
当

面
の
重
点
課
題
と
捉
え
、
事
務

局
員
一
丸
と
な
り
、
現
状
の
打

破
及
び
収
益
構
造
の
再
構
築
を

図
り
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
更
な
る
ご
支
援
・
ご

協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
、
新
会
長
と
し
て
の
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
か
、
何
卒
、
よ
ろ
し
く
御

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上

＊
管
理
組
合
の
皆
様
へ
！

埼
管
ネ
ッ
ト
で
は
、
管
理
組

合
運
営
を
輪
番
制
等
で
新
任
の

役
員
さ
ん
に
初
め
て
な
ら
れ
た

方
〃
の
為
に
、
今
後
は
、
調
整

の
上
、
懇
切
丁
寧
に
判
り
や
す

く
解
説
し
た
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
等

を
随
時
、
開
催
で
き
る
よ
う
、

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
次
頁
以
降
で
取
り
上

た
「
平
時
の
備
え
」
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
今
の
う
ち
か
ら

「
耐
震
診
断
も
必
要
に
な
る
場

合
も
あ
る
の
で
は
…
」
と
思
っ

た
場
合
に
は
、
遠
慮
な
く
事
務

局
宛
お
問
合
せ
下
さ
い
。（
℡

〇
四
八
─
八
八
七
─
九
九
二
一

担
当
栗
原
宛
）
よ
ろ
し
く
御
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
就
任
の
ご
挨
拶
！

埼
管
ネ
ッ
ト

栗
原
　
照
明

http://www.ymgs.co.jp

第 ２ 事 業 部 （北関東支店）

〒337-0051

埼玉県さいたま市見沼区東大宮５－５３－１２

TEL ０４８-６８７-１７１０ FAX ０４８-６８７-１７２１

の改修工事実績と

経験はお客様からの信頼の証です！

大規模修繕工事専門会社

実績に基づく豊富なノウハウ

充実のアフターケア
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補
助
金
情
報
！

経
済
産
業
省
の
補
助
金
活
用
で
、

「
窓
ガ
ラ
ス
・
サ
ッ
シ
と
玄
関
扉

を
交
換
に
成
功
し
た
事
例
紹
介
」

埼
管
ネ
ッ
ト　

栗
原　

照
明

東
京
都
町
田
市
の
小
山
田
桜

台
団
地
管
理
組
合
は
、
一
昨

年
、
築
31
年
で
窓
ガ
ラ
ス
・
サ

ッ
シ
と
玄
関
扉
の
交
換
工
事
を

実
施
し
た
。

『
住
み
継
ぐ
』
を
意
識
す
る

総
工
事
費
約
１
億
３
０
０
０

万
円
の
う
ち
、
窓
ガ
ラ
ス
・
サ

ッ
シ
改
修
費
用
の
３
分
の
１
に

あ
た
る
約
３
０
０
０
万
円
は
補

助
金
で
賄
っ
た
。
工
事
か
ら
、

約
一
年
が
経
過
、
住
環
境
の
向

上
を
実
感
す
る
一
方
、
次
の
課

題
も
見
え
て
き
た
よ
う
だ
。

団
地
は
、
全
19
棟
で
総
戸
数

１
５
１
戸
。
今
年
で
築
33
年
を

迎
え
た
。
４
階
建
て
の
中
層
棟

と
２
階
建
て
の
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

修
繕
委
員
長
を
務
め
る
Ａ
さ

ん
は
「
玄
関
扉
は
パ
ッ
キ
ン
が

劣
化
し
て
隙
間
風
が
入
る
。
枠

が
歪
ん
で
鍵
も
う
ま
く
入
れ
ら

れ
な
い
。
丁
番
も
劣
化
し
て
い

た
が
、
部
品
が
な
く
交
換
が
出

来
な
か
っ
た
。」
と
、
当
時
の

状
況
を
説
明
す
る
。「
戸
車
が

破
損
し
て
い
た
が
、
こ
ち
ら

も
、
も
う
同
じ
も
の
が
な
か
っ

た
。」
と
サ
ッ
シ
も
同
様
な
状

況
だ
っ
た
。

サ
ッ
シ
の
交
換
は
、
長
期
修

繕
計
画
に
計
上
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
予
算
計
上
も
な
し
。

改
修
を
実
施
す
る
に
は
、
費

用
面
で
課
題
が
あ
っ
た
が
、
窓

ガ
ラ
ス
・
サ
ッ
シ
の
改
修
に

は
、
経
済
産
業
省
や
国
土
交
通

省
か
ら
補
助
金
が
支
給
さ
れ
る

と
云
う
情
報
を
聞
き
つ
け
、
補

助
金
申
請
を
し
て
み
よ
う
と
云

う
こ
と
に
な
り
、
よ
う
や
く
実

現
可
能
な
状
況
に
至
り
、
実
施

に
踏
み
切
る
こ
と
が
出
来
た
。

◇

工
事
終
了
か
ら
１
年
４
ヶ

月
。Ａ

さ
ん
は
、「
冬
も
寒
く
な

ら
な
い
で
暖
か
い
」
と
工
事
後

の
室
内
環
境
を
評
価
す
る
が
、

最
大
の
効
果
は
、「
や
は
り
防

音
か
な
。

近
く
に
、バ
ス
停
あ
り
、バ

ス
が
頻
繁
に
往
来
す
る
け
ど
、

バ
ス
の
音
が
聞
こ
え
な
く
な
っ

た
。」と
大
変
、満
足
し
て
い
る
。

一
方
で
、
結
露
に
つ
い
て

は
、
住
棟
や
住
戸
の
位
置
で
差

が
あ
る
と
い
う
。

修
繕
委
員
会
の
副
委
員
長
で

テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
に
住
む
Ｂ
さ
ん

は
、
自
宅
住
戸
の
状
況
に
つ
い

て
「
三
方
が
外
壁
に
接
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
工
事
で
気
密

性
が
高
ま
っ
て
内
外
の
温
度
差

が
激
し
く
な
っ
た
為
、
む
し
ろ

結
露
は
ひ
ど
く
な
っ
た
か
も
し

れ
な
い
」
と
話
す
。

「
次
に
、
ど
ん
な
こ
と
を
す

れ
ば
い
い
の
か
、
課
題
が
は
っ

き
り
し
ま
し
た
」
と
Ｂ
さ
ん
。

「
結
露
が
ネ
ッ
ク
だ
と
す
れ

ば
、今
度
は
、換
気
や
壁
・
屋
根

の
断
熱
を
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
云
う
こ
と
で
す
。」

Ｂ
さ
ん
は
、「
住
宅
を
住
み

継
ぐ
」
こ
と
に
意
識
が
向
い
て

い
る
。

＊
結
露
抑
制
効
果
を
狙
う
：
フ

レ
ー
ム
内
側
は
樹
脂

「
改
修
を
し
て
、
課
題
が
出

る
。
そ
れ
を
ま
た
直
し
て
い

く
。
そ
ん
な
ふ
う
に
環
境
を
保

っ
て
い
き
た
い
。」
と
Ｂ
さ
ん
。

「
建
物
の
寿
命
は
、
人
の
寿

命
よ
り
長
い
と
思
う
の
で
、
私

た
ち
が
い
な
く
な
っ
て
も
「
次

の
人
」
が
使
う
と
き
に
ち
ゃ
ん

と
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

方
が
い
い
で
し
ょ
う
。」

人
は
変
わ
っ
て
も
建
物
は
続

い
て
い
く
。

こ
ん
な
考
え
な
ら
、「
自
分

は
も
う
年
だ
か
ら
…
」
と
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
維
持
・
性
能
向
上

に
消
極
的
に
な
る
理
由
も
な
さ

そ
う
だ
。

＊
窓
・
サ
ッ
シ
改
修
補
助
事
業

『
新
耐
震
』
な
ら
玄
関
扉
も
可

能
！窓

ガ
ラ
ス
や
サ
ッ
シ
の
改
修

に
は
、
国
の
補
助
制
度
が
使
え

る
。
経
済
産
業
省
の
「
住
宅
省

エ
ネ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
事

業
」
と
国
土
交
通
省
の
「
住
宅

ス
ト
ッ
ク
循
環
支
援
事
業
」
が

該
当
す
る
。

「
省
エ
ネ
」
は
、
２
０
１
５

年
度
補
正
予
算
で
組
ま
れ
た
事

業
内
容
で
は
全
戸
の
全
窓
改
修

が
条
件
だ
が
、
工
事
費
の
３
分

の
１
と
補
助
率
は
高
い
。「
小

山
田
桜
台
」
が
利
用
し
た
の
は

こ
の
制
度
で
、
17
年
度
も
実
施

予
定
。
詳
細
は
、
４
月
以
降
に

発
表
予
定
に
な
る
見
通
し
だ
。

「
住
宅
ス
ト
ッ
ク
」
は
、
新
耐

震
基
準
で
建
設
さ
れ
て
い
る

か
、
改
修
な
ど
を
現
行
耐
震
基
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準
に
適
合
し
て
い
る
マ
ン
シ
ョ

ン
が
対
象
だ
。
補
助
率
は
低
い

が
、
補
助
制
度
で
な
く
、
一
部

の
改
修
で
も
利
用
で
き
る
の
が

特
徴
だ
。
16
年
度
か
ら
は
玄
関

扉
の
交
換
も
対
象
に
な
っ
た

（
表
参
照
）。

【
窓
・
サ
ッ
シ
の
改
修
へ
の
国

の
制
度
】　

＊
住
宅
省
エ
ネ
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
事
業
（
経

済
産
業
省
）

●
サ
ッ
シ
工
事
費
の
３
分
の
１

と
補
助
率
が
高
い
の
が
特
徴

●
全
室
の
全
窓
改
修
と
複
層
Ｌ

ｏ
ｗ
─
Ｅ
ガ
ラ
ス
の
使
用
が
条

件
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

第
１
事
業
本
部
マ
ン
シ
ョ
ン
リ

フ
ォ
ー
ム
支
店
営
業
開
発
課
山

田
氏
は
「
窓
ガ
ラ
ス
や
サ
ッ
シ

に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制
度

の
併
用
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
玄

関
扉
と
サ
ッ
シ
な
ら
併
用
可
能

で
す
」
と
解
説
す
る
。
新
耐
震

基
準
な
ら
、
補
助
率
が
高
い

「
省
エ
ネ
」
で
窓
・
サ
ッ
シ
改

修
を
行
い
、
玄
関
扉
の
交
換
で

は
「
住
宅
ス
ト
ッ
ク
」
を
利
用

出
来
る
と
い
う
訳
だ
。
た
だ
、

制
度
に
つ
い
て
は
、
急
に
条
件

が
変
わ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

気
軽
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た

い
（
山
田
談
）。

地
方
自
治
体
が
実
施
す
る
窓

ガ
ラ
ス
や
サ
ッ
シ
の
改
修
補
助

制
度
と
、
国
の
補
助
制
度
の
併

用
も
可
能
だ
と
い
う
。

地
方
自
治
体
で
も
、
こ
う
し

た
補
助
制
度
の
創
設
が
進
む
。

17
年
度
に
は
東
京
都
が
窓
・
サ

ッ
シ
改
修
に
対
す
る
補
助
制
度

を
創
設
す
る
予
定
で
、
東
京
都

港
区
や
台
東
区
は
補
助
制
度
を

創
設
済
み
だ
。

補
助
制
度
の
対
象
に
な
る
よ

う
な
改
修
を
実
施
し
た
場
合

は
、
所
得
税
の
特
別
控
除
が
あ

り
、
固
定
資
産
税
も
減
額
さ
れ

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

「
前
述
の
小
山
田
桜
台
」
で

も
市
に
申
告
し
、
固
定
資
産
税

の
減
免
を
受
け
た
。

（
＊
）
住
宅
ス
ト
ッ
ク
循
環
支

援
事
業
（
国
土
交
通
省
）

対
象
は
新
耐
震
基
準
か
耐
震

改
修
等
で
基
準
に
適
合
し
て
い

る
マ
ン
シ
ョ
ン
に
限
定

全
窓
で
な
く
て
も
利
用
可

能
。複

層
ガ
ラ
ス
の
使
用
が
条

件
。玄

関
扉
の
交
換
も
対
象
。

補
助
額
は
サ
ッ
シ
・
内
窓
は

１
箇
所
あ
た
り
８
、０
０
０
円

～
２
万
円
、
ガ
ラ
ス
は
３
、０

０
０
～
８
、０
０
０
円
、
玄
関

扉
は
２
万
～
２
万
５
、０
０
０

円
で
限
度
額
は
戸
あ
た
り
30
万

円【
保
険
料
値
上
げ
問
題
】

ま
た
、
話
題
は
一
変
し
ま
す

が
、『
管
理
組
合
に
と
っ
て
、

保
険
料
値
上
げ
は
、
死
活
問

題
？
』

こ
こ
数
年
来
、
大
手
損
害
保

険
会
社
の
保
険
料
を
巡
っ
て
の

動
向
に
は
、
注
目
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
築
年
数
別
の
保
険
料
体

系
の
導
入
を
皮
切
り
に
免
責
金

額
の
引
き
上
げ
、
一
定
年
数
以

上
の
建
物
へ
の
新
規
引
き
受
け

拒
否
な
ど
、
経
年
マ
ン
シ
ョ
ン

に
と
っ
て
は
、
荒
波
の
よ
う
な

改
定
状
況
が
続
い
て
お
り
、
逆

境
状
態
が
継
続
し
て
い
る
。

確
か
に
、
社
会
情
勢
を
冷
静

に
振
り
返
れ
ば
、
異
常
気
象
を

皮
切
り
に
自
然
災
害
（
火
山
噴

火
、
地
震
、
津
波
の
発
生
）

は
、
ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ
ー

ト
。
今
後
の
我
々
を
取
り
囲
む

環
境
は
、
末
恐
ろ
し
い
…
状
況

に
あ
る
。
組
合
員
各
位
に
於
か

れ
ま
し
て
は
、
各
自
で
自
己
防

衛
対
策
を
万
全
に
！　

と
申
し

上
げ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
云
っ

た
と
こ
ろ
か
…
（
？
）

４
区
分
に
細
分
化
へ

地
震
保
険
・
損
害
区
分

損
害
保
険
各
社
の
地
震
保
険

が
１
月
か
ら
改
定
さ
れ
た
。

損
害
区
分
は
、「
全
損
・
半

損
・
一
部
損
」
の
３
区
分
か
ら

「
半
損
」
が
分
割
さ
れ
「
全

損
・
大
半
損
・
小
半
損
・
一
部

損
」
の
４
区
分
へ
細
分
化
。
一

部
損
と
半
損
で
10
倍
異
な
る
と

云
う
格
差
問
題
に
対
し
て
、
支

払
割
合
を
５
％
・
30
％
・

60
％
・
１
０
０
％
と
緩
や
か
に

し
、
解
決
を
図
る
。
保
険
料
の

改
定
は
、
１
月
以
降
に
始
ま
る

契
約
分
が
対
象
で
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
「
イ
構
造
」
の

場
合
、
保
険
金
額
１
０
０
０
万

円
当
た
り
、
年
間
の
保
険
料
が

東
京
都
・
神
奈
川
県
・
千
葉
県

は
２
３
０
０
円
（
11
・
４
％
）

引
き
上
げ
と
な
る
。

（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
新
聞
よ

り
抜
粋
）

納得、安心のできる管理
☆ 総合管理の受託から自主管理の応援まで
☆ 管理組合のニーズに合った管理システム
☆ 木目の細かい対応が出来ます

日本高層管財株式会社
本社東京都渋谷区代々木1-19-12新代々木ビル4階 〒151-0053
　　ＴＥＬ03-5388-4471（代）　ＦＡＸ03-5388-6463



（5）�2017年 7月15日発行� （第120号）

私
の
町
は
ど
ん
な
町

�

─
越
谷
市（
越
谷
の
城
跡
）─

埼
玉
県
の
城
趾
は
、
ほ
と
ん
ど

が
県
北
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

川
越
城
・
熊
谷
城
・
深
谷
城
・

忍
城
・
岩
槻
城
等
々
。
江
戸
幕
府

の
位
置
か
ら
県
南
の
城
址
は
、
そ

の
地
方
の
豪
族
の
屋
敷
址
程
度
の

小
規
模
な
も
の
で
す
。

今
回
紹
介
す
る
越
谷
市
内
三
ヶ

所
の
城
址
も
小
規
模
な
が
ら
全
て

越
谷
地
区
の
交
通
の
要
所
を
占

め
、
経
済
・
戦
略
的
に
も
重
要
な

元
荒
川
水
域
に
あ
り
ま
し
た
。

㈠　

大
相
模
次
郎
能
髙
館

越
谷
市
大
成
二
丁
目
に
あ
り
、

元
荒
川
が
造
っ
た
自
然
堤
防
の
上

に
河
川
低
湿
地
を
要
害
と
し
て
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

築
城
は
平
安
時
代
と
古
く
、
武

蔵
七
党
の
一
、
野
与
党
の
一
族
で

箕
勾
（
現
岩
槻
区
）
に
住
し
た
経

能
の
二
男
能
髙
は
大
相
模
に
移
住

し
大
相
模
能
髙
と
名
乗
り
、
古
利

根
川
、
綾
瀬
川
流
域
に
勢
力
を
従

い
、
子
孫
は
大
相
模
郷
を
開
発

し
、
第
十
七
代
が
一
七
二
九
年
に

姓
を
中
村
と
改
め
ま
し
た
。

現
在
、
館
の
南
の
水
田
地
帯
が

一
変
し
「
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
」

の
街
並
が
広
が
り
、
館
の
周
辺
で

も
建
物
が
建
ち
、
敷
地
の
半
分
は

住
宅
地
と
な
っ
て
、
水
堀
は
暗
渠

化
さ
れ
道
路
と
一
体
と
な
り
、
長

屋
門
は
無
く
な
っ
て
残
さ
れ
た
屋

敷
に
は
高
木
が
茂
り
、
中
に
あ
る

家
屋
の
全
景
は
見
え
ま
せ
ん
が
、

こ
こ
に
今
も
子
孫
が
居
住
し
て
い

ま
す
。

㈡　

越
谷
御
殿

所
在
地
は
越
谷
市
御
殿
町
、
元

荒
川
が
形
成
し
た
自
然
堤
防
の
上

に
な
り
、
周
辺
の
低
湿
地
を
要
害

と
し
て
い
ま
す
。

築
城
は
江
戸
時
代
初
期
、
家
康

が
放
鷹
巡
行
時
の
宿
泊
所
と
し
て

一
六
〇
四
年
関
東
代
官
頭
、
伊
奈

忠
治
に
命
じ
て
造
営
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
地
は
元
荒
川
が
大
き
く
蛇

行
す
る
内
側
の
微
高
地
に
、
前
岩

槻
城
主
太
田
氏
の
家
臣
、
会
田
出

羽
資
清
が
館
陣
屋
を
築
い
た
場
所

で
、
そ
の
広
さ
は
六
町
余
り
で
し

た
。越

谷
御
殿
は
、
明
暦
三
年
の
振

袖
火
事
で
江
戸
城
が
全
焼
し
た
の

で
、
江
戸
城
再
建
の
た
め
鴻
巣
東

全
御
殿
と
共
に
解
体
さ
れ
て
運
ば

れ
、
江
戸
城
二
の
丸
の
再
建
に
使

用
さ
れ
ま
し
た
。
跡
地
は
元
禄
八

年
、
約
八
八
〇
平
米
の
御
林
跡
が

御
殿
と
し
て
残
さ
れ
ま
し
た
。

越
谷
宿
の
住
民
は
、
御
殿
の
建

物
が
無
く
な
っ
て
か
ら
も
、
こ
の

地
を
御
殿
と
称
し
、
町
名
も
今

「
御
殿
町
」
と
な
っ
て
い
て
偲
ぶ

は
元
荒
川
の
河
畔
に
建
つ
石
碑
と

通
り
の
名
だ
け
で
す
。

㈢　

会
田
七
左
衛
門
屋
敷

所
在
地
は
越
谷
市
沖
明
二
丁
目

で
、
元
荒
川
が
形
成
し
た
自
然
堤

防
の
上
に
立
地
し
、
低
湿
地
を
要

害
と
し
て
い
ま
す
。

築
城
は
江
戸
時
代
初
期
で
越
谷

郷
の
開
発
領
主
、
会
田
出
羽
資
久

の
養
子
と
な
っ
た
会
田
七
左
衛
門

政
重
は
、
関
東
郡
代
伊
奈
氏
の
下

で
代
官
を
務
め
、
新
田
開
発
に
功

績
を
残
し
ま
し
た
。

彼
は
後
に
分
家
し
、
元
荒
川
右

岸
の
神
明
下
村
に
陣
屋
を
築
き
ま

し
た
。
陣
屋
は
大
き
な
長
屋
門
を

備
え
、
開
発
に
応
じ
て
来
る
者
を

暖
か
く
迎
え
支
援
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
実
っ
て
大
き
な
集
落
を

形
成
し
、
槐
戸
新
田
（
後
に
大
間

野
村
、
七
衛
門
村
、
越
巻
村
に
分

割
）
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
東
武
伊
勢
崎
線
、
北
越

谷
駅
西
方
八
百
米
、
神
明
橋
を
渡

っ
た
辺
り
で
ビ
ル
と
家
屋
が
連
な

る
町
並
で
市
街
地
に
飲
み
込
ま
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
一
角
に
子
孫
が

居
宅
を
構
え
て
い
ま
す
が
、
長
屋

門
は
無
く
当
時
の
面
影
は
何
も
あ

り
ま
せ
ん
。
前
の
道
路
を
隔
て
て

会
田
家
の
広
大
な
墓
所
（
市
指
定

有
形
文
化
財
）
が
か
つ
て
の
陣
屋

の
雄
姿
を
偲
ば
せ
る
だ
け
で
す
。

�

（
小
島　

次
郎
）

大相模次郎能髙館

元荒川右岸　逆川が元荒川の下を潜ったとこ
ろ　その上に越谷御殿跡の石碑が立っている。

会田家の墓所子孫が住む家の正門
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今
回
は『
熊
本
地
震
か
ら
１

年
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
平
時
の
備

え
を
考
え
る
』と
題
し
て
、越
谷

市
内
に
組
織
さ
れ
る
越
谷
市
マ

ン
シ
ョ
ン
連
合
会
の
拠
点（
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
グ
リ
ー
ン
越
谷
集
会

室
）で
セ
ミ
ナ
ー
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
＆
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
主
催
す
る
越
谷

市
マ
ン
シ
ョ
ン
連
合
会
の
松
下

会
長
よ
り
、「
近
年
地
震
に
よ

る
大
規
模
災
害
は
多
発
し
て
お

り
、
日
頃
の
防
災
対
策
が
益
々

重
要
で
あ
り
、
今
日
は
一
つ
で

も
二
つ
で
も
役
立
つ
事
を
持
ち

帰
っ
て
頂
き
た
い
！
」
と
開
会

宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
越
谷
市
民
生
常
任
委

員
会
委
員
長
を
務
め
る
越
谷
市

議
会
議
員
の
服
部
正
一
氏
か
ら

も
挨
拶
を
頂
き
、「
マ
ン
シ
ョ

ン
は
丈
夫
な
施
設
で
あ
り
避
難

所
に
行
か
ず
立
て
篭
も
る
防
災

の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
が
出

来
る
。
ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

役
立
つ
場
合
も
あ
る
が
役
立
た

な
い
場
合
も
あ
り
、
何
よ
り
も

絆
が
重
要
で
あ
り
、
横
の
つ
な

が
り
が
築
け
て
い
れ
ば
、
い
ざ

と
言
う
時
に
は
意
外
と
何
で
も

出
来
て
し
ま
う
も
の
。」
な
ど

冒
頭
か
ら
防
災
士
で
も
あ
り
、

越
谷
市
マ
ン
シ
ョ
ン
連
合
会
の

顧
問
も
務
め
て
い
る
同
氏
か
ら

熱
い
発
言
を
頂
き
ま
し
た
。

【
セ
ミ
ナ
ー
】

越
谷
市
市
民
協
働
部
危
機
管

理
課
よ
り
石
渡
敏
幸
氏
を
講
師

に
迎
え
阪
神
淡
路
大
震
災
及
び

熊
本
地
震
に
お
け
る
越
谷
市
の

現
地
調
査
を
交
え
、説
明
を
頂

き
、地
震
に
対
す
る
認
識
を
参
加

者
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
ま
し
た
。

①
越
谷
市
で
想
定
さ
れ
る
地
震

近
年
、
阪
神
淡
路
大
震
災
以

降
、
大
規
模
地
震
は
、
中
越
地

震
、
東
日
本
地
震
さ
ら
に
は
、

熊
本
地
震
と
大
地
震
が
起
き
る

頻
度
に
変
化
が
表
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
三
十
年
間
に

大
地
震
起
き
る
確
率
は
熊
本
市

で
７
・
５
％
、
越
谷
周
辺
で

64
・
９
％
で
す
が
、
確
率
の
低

い
熊
本
市
で
大
地
震
は
発
生
し

ま
し
た
。

越
谷
市
で
は
被
害
想
定
を
東

京
湾
北
部
で
発
生
す
る
巨
大
地

震
か
ら
茨
城
県
南
部
で
発
生
す

る
巨
大
地
震
に
変
更
し
て
い
ま

す
。
そ
の
場
合
の
建
物
の
倒
壊

は
約
２
０
０
０
棟
、
死
者
57
名

（
以
前
想
定
で
は
４
名
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

万
が
一
、街
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

に
被
害
が
発
生
し
た
場
合
、復

旧
ま
で
に
掛
か
る
期
間
は
、電
気

が
１
週
間
、水
道
が
約
１
ヵ
月
、

ガ
ス
が
２
ヶ
月
弱
を
要
し
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
で
想
定
さ
れ
る

被
害
は
、
家
具
の
転
倒
に
よ
る

怪
我
や
就
寝
中
に
地
震
が
発
生

し
た
場
合
、
圧
死
に
至
る
事
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

過
去
、
阪
神
淡
路
大
震
災
に

お
い
て
は
、
交
通
網
の
分
断
も

あ
り
、
け
が
人
の
救
出
で
力
を

発
揮
し
た
の
は
近
所
の
人
た
ち

で
し
た
。

消
防
隊
は
消
火
活
動
に
追
わ

れ
、
６
割
は
身
の
回
り
の
方
々

に
よ
り
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

越谷市マンション連合会
松下　泰清　会長

越谷市危機管理課
石渡　敏幸　課長

越谷市議会議員
服部　正一　氏

会場風景

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
セ
ミ
ナ
ー
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
報
告
レ
ポ
ー
ト

『�
熊
本
地
震
か
ら
１
年
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
平
時
の

備
え
を
考
え
る
』

６
月
18
日　

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
グ
リ
ー
ン
越
谷 

集
会
室
に
て

関西ペイントホームページ　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｋａｎｓａｉ.ｃｏ.ｊｐ/

低汚染形複合外装仕上工法 低汚染形セラミック変性フッ素樹脂塗料

低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗料

建設塗料本部

資料のご請求、お問い合わせは

本社〒144-0045 東京都大田区南六郷3丁目12番1号
　　ＴＥＬ.(03)5711-8901 ＦＡＸ.(03)5711-8931

（特許 第２６１００８５号）



（7）�2017年 7月15日発行� （第120号）

熊
本
地
震
で
は
罹
災
証
明
の

手
続
き
業
務
を
越
谷
市
も
支
援

し
ま
し
た
が
益
城
町
で
は
古
い

家
屋
が
多
く
被
害
が
大
き
く
、

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
家
屋
の
多
く
が
倒
壊
し
ま

し
た
。
余
震
の
不
安
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
確
保
、ペ
ッ
ト
同
伴
な

ど
の
理
由
か
ら
、車
中
泊
に
よ

る
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群

の
発
症
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

②
越
谷
市
の
防
災
対
策

国
・
県
・
市
町
村
の
公
助
で

は
限
界
が
あ
り
、
自
助
・
共

助
・
公
助
が
有
機
的
に
結
び
つ

く
事
が
重
要
で
す
。
熊
本
地
震

か
ら
学
ぶ
課
題
と
し
て
住
宅
の

耐
震
化
の
促
進
、
市
役
所
の
災

害
拠
点
と
し
て
の
業
務
継
続
、

災
害
時
に
素
早
く
福
祉
避
難
場

所
の
確
保
が
出
来
る
事
が
重

要
。
熊
本
地
震
以
降
、
更
な
る

対
策
を
推
進
中
で
す
。
マ
ン
シ

ョ
ン
の
耐
震
診
断
の
一
部
を
負

担
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

③
災
害
へ
の
備
え

越
谷
市
で
は
、危
険
な
状
態

か
ら
逃
れ
る
た
め
の
施
設
ま
た

は
場
所
と
し
て
公
園
、小
中
学

校
、高
等
学
校
、特
別
支
援
学

校
、大
学
施
設
な
ど
合
わ
せ
て

73
箇
所
の
避
難
場
所
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、住
居
が
被
災
し
た

住
民
を
一
時
的
に
滞
在
さ
せ
る

た
め
の
施
設
と
し
て
、地
区
セ

ン
タ
ー
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

体
育
館
、小
中
学
校
、そ
の
他
公

共
施
設
な
ど
合
わ
せ
て
93
箇
所

の
一
次
避
難
場
所
が
あ
り
ま
す
。

備
蓄
倉
庫
は
各
避
難
場
所
と

な
る
公
園
や
大
型
地
区
セ
ン
タ

ー
等
、
25
箇
所
に
設
置
し
て
あ

り
、
被
害
想
定
を
基
に
食
料
品

や
生
活
必
需
品
な
ど
備
蓄
し
、

女
性
に
配
慮
し
た
備
蓄
品
の
配

備
も
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
情
報
発
信
は
、
防

災
無
線
・
シ
テ
ィ
メ
ー
ル
等
を

効
果
的
に
活
用
出
来
る
よ
う
に

日
々
検
討
し
て
い
ま
す
。

群
馬
県
高
崎
市
、福
島
県
二

本
松
、民
間
企
業
と
も
災
害
時

の
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

ご
自
宅
の
備
え
と
し
て
、
食

料
は
３
日
分
以
上
、
出
来
れ
ば

７
日
分
を
備
蓄
し
て
頂
き
た

い
。
災
害
時
は
携
帯
電
話
が
使

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

公
衆
電
話
は
災
害
時
で
も
使
え

ま
す
。
小
銭
を
リ
ュ
ク
サ
ッ
ク

に
入
れ
て
お
く
。
マ
ン
シ
ョ
ン

は
強
固
で
あ
る
た
め
、
家
具
の

転
倒
防
止
、
家
具
が
倒
れ
て
も

影
響
の
無
い
と
こ
に
寝
る
な
ど

の
工
夫
が
肝
要
で
す
。

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

越
谷
市
危
機
管
理
課
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト
、
参
加
者
の
代

表
に
よ
り
、
震
度
６
弱
以
上
の

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
イ

メ
ー
ジ
を
共
有
し
、『
マ
ン
シ

ョ
ン
の
平
時
の
備
え
』
を
テ
ー

マ
に
話
し
合
い
、
こ
れ
か
ら
何

が
必
要
な
の
か
？　

参
加
者
と

共
に
考
え
て
行
き
ま
し
た
。

①
大
地
震
は
本
当
に
来
る
の
？

今
後
30
年
以
内
に
震
度
６
弱

以
上
の
地
震
が
発
生
す
る
確
率

に
つ
い
て
、
私
達
は
ど
の
よ
う
に

理
解
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う

か
？　

熊
本
市
で
は
、
７
・５
％

と
他
の
県
庁
所
在
地
と
比
較
す

る
と
震
度
６
弱
以
上
の
地
震
が

発
生
す
る
可
能
性
は
低
く
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
何
を
意

味
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

答
え
は
「
日
本
に
は
大
地
震
が

起
こ
る
確
率
が
０
％
の
地
域
は

な
く
、
ど
こ
で
も
大
地
震
が
起

こ
る
恐
れ
が
あ
る
」
こ
れ
を
踏

ま
え
た
備
え
が
必
要
な
の
で
す
。

以
下
、
話
し
合
わ
れ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
を
抜
粋
し
ま
す
。

②
マ
ン
シ
ョ
ン
の
想
定
さ
れ
る

被
害
状
況
と
は
？

③
熊
本
地
震
で
機
能
し
な
か
っ

た
こ
と
は
？

④
地
震
発
生
時
の
初
動
活
動
に

必
要
な
こ
と
に
は
何
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
？

⑤
罹
災
証
明
は
ど
ん
な
時
に
活

用
で
き
る
の
？

⑥
地
震
保
険
っ
て
本
当
に
必
要

な
の
？

以
上
を
踏
ま
え
日
頃
の
備
え

と
し
て
必
要
な
こ
と
を
話
し
合

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
マ
ン
シ

ョ
ン
で
も
、
こ
の
様
な
話
し
合

い
の
場
を
設
け
て
は
如
何
で
し

ょ
う
か
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト

が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト
事
務
局
）

パネラーの皆さん

首 都 圏 マ ン シ ョ ン リ ニ ュ ー ア ル 事 業 部 
〒105-0003 東京都港区西新橋３丁目１１番１号 
T E L  0 3 - 3 4 3 3- 0 5 0 3 F A X  03 - 3 4 3 3 - 05 3 5 

Ｕ Ｒ Ｌ ： h t t p : / / W W W . K E N S O . C O . J P / 

◎ 大規模修繕工事  

◎ 各種防水工事   

◎ 内装工事     

北海道支店・東北支店・横浜支店 

中部支店・関西支店・福岡営業所 

～ Total でご提案します ～

大規模修繕工事から設備改修工事、内装リフォーム、

充実したアフターメンテナンス体制で培った信頼が、

世代を超えた永いお付き合いを実現しています。

◎ 給排水設備工事 

◎ 防音工事 

◎ 建物・設備診断
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
管
ネ
ッ
ト
第
16
回
通
常
定
期
総
会
開
催

２
０
１
７
年
６
月
24
日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら
、
さ
い
た
ま
市
南
浦
和
３
丁
目
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
管
ネ
ッ
ト
事
務

局
に
て
「
埼
管
ネ
ッ
ト
第
16
回
通
常
総
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

朝
日
プ
ラ
ザ
越
谷
管
理
組
合
・
白
倉
理
事
長
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
栗
原
新
会
長
の
開
会
宣
言
に
始
ま
り
、
総
会

成
立
要
件
の
確
認
が
報
告
さ
れ
、
正
会
員
57
名
の
う
ち
、
本
日
出
席
会
員
11
名
、
議
決
権
行
使
者
５
名
、
委
任
状
出

席
者
22
名
の
合
計
38
名
の
出
席
と
い
う
報
告
を
受
け
、
定
款
第
28
条
に
定
め
ら
れ
た
成
立
要
件
を
十
分
に
ク
リ
ア
し

て
お
り
、
有
効
に
成
立
す
る
旨
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
司
会
進
行
に
よ
り
、
議
長
選
出
に
対
し
て
提
案
さ
れ
、
定
款
第
27
条
に
基
づ
き
、
栗
原
新
会
長
を
本
総
会

議
長
と
し
て
推
薦
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
総
会
議
長
に
選
任
し
、
本
人
の
了
解
の
下
、
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
に
先
立
っ
て
、
議
長
よ
り
議
事
録
署
名
人
と
し
て
、
青
山
理
事
及
び
白
倉
理
事
を
選
出
致
し
、
議
案
に

則
っ
て
、
第
１
号
議
案
か
ら
、
準
じ
議
長
よ
り
の
概
要
説
明
か
ら
、
逐
一
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

＊
議
案
の
提
案
の
概
要
説
明
と
質
疑
応
答
の
順
に
、
慎
重
に
審
議
し
、
採
決
に
至
り
ま
し
た
。

栗
原
議
長
の
進
行
に
よ
り
、
青
山
理
事
、
白
倉
理
事
、
長
谷
山
監
事
の
３
名
か
ら
、
議
案
説
明
が
な
さ
れ
、
議
案

書
の
順
で
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
が
、
以
下
の
通
り
、
説
明
・
報
告
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案　
「
平
成
28
年
度
事
業
活
動
報
告
」　 

青
山　

理
事

第
２
号
議
案　
「　
　

〃　
　

決
算
報
告
」　　
　

 

白
倉　

理
事

　
　
　
　
　
　
「　
　

〃　
　

監
査
報
告
」　　
　

 

長
谷
山　

監
事

第
３
号
議
案　
「　
　

29
年
度
事
業
計
画
（
案
）」　�

白
倉　

理
事

第
４
号
議
案　
「　
　

〃　
　
　
　

予
算
（
案
）」　�

青
山　

理
事

　

上
記
議
案
に
つ
い
て
、
質
疑
応
答
を
行
い
総
評
と
し
て
、

　
　
Ｑ
）
か
な
り
の
マ
イ
ナ
ス
計
上
だ
が
…
（
？
）
今
期
は
大
丈
夫
か
…
（
？
）

　
　

Ａ�

）
原
因
は
、
明
ら
か
で
あ
り
、
事
務
上
の
ミ
ス
で
広
告
料
等
の
会
費
未
請
求
が
あ
り
、
今
期
か
ら
は
遅
滞

な
く
、
請
求
し
、
回
収
確
認
を
行
い
、
早
期
に
正
常
化
を
目
指
し
た
い
。
会
員
の
皆
様
方
に
は
ご
心
配

を
お
掛
け
し
申
し
訳
な
い
。
今
期
か
ら
は
、
二
度
と
再
び
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に

「
役
員
一
丸
と
な
り
、
精
力
的
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。」
と
の
こ
と
で
了
承
を
得
、
賛
同
（
承
認
）
を

得
た
。

第
５
号
議
案　
「
定
款
第
37
条
及
び
第
51
条
（
変
更
案
）」　

青
山
理
事　

全
員
異
議
な
く
承
認
。

第
６
号
議
案　
「
役
員
選
任
（
案
）」　

青
山
理
事　

理
事
会
を
成
立
さ
せ
る
為
の
苦
肉
の
策
（
長
谷
山
監
事
→
理

事
に
）
で
上
程
し
た
が
、
定
款
に
抵
触
（
監
事
２
名
）
す
る
こ
と
が
発
覚
し
た
の
で
、
本
件
に
限
り
取
下
げ
る
こ
と

と
し
た
。
但
し
、
役
員
の
役
職
に
つ
い
て
は
満
場
一
致
に
て
可
決
承
認
。

以
上
を
も
っ
て
、
総
会
議
案
す
べ
て
終
了
、
午
後
４
時
過
ぎ
閉
会
を
宣
し
、
場
所
を
移
し
、
有
志
（
時
間
の
あ
る

方
だ
け
）
に
て
懇
親
を
深
め
た
。

マンション Life バックナンバー ユーザー名　saikan-user パスワード　1707

事務局インフォメーション
1 、今年も、5/末～6/中旬にかけて、会員管理組合様、個人会員様、賛助会員様宛、会費の請求書をお送りさせてい
ただきました。何卒、宜しくお取り計らいの程、御願い申し上げます。
2、埼管ネットより発信したメール便（30戸以下のマンション管理組合宛）が、未着で返送されております。
管理事務所のないところもあるでしょうが、管理組合宛て郵便受けは当然あるべきではないかと思うので、理事会が
機能していなくて、郵便受けも無視されて居るのではと疑問に思っています。
3、最近、マンション内の問題も増えているようです。
会員の相談申込みは、面談希望日の 2週間前位迄には、届くようにして、FAX・郵便にてお申込み下さい。
4、相談申し込み日時は、相談対応者の都合もございますので、第 1希望日・第 2希望日等、日時を明記してお申し
込み下さい。「会員の相談料は無料」です。
5、NPO埼管ネットでは、会員（個人会員、団体会員、賛助会員）を募集しております。
　遠慮なく以下にお問合せ下さい。
＊　電話番号　048-887-9921、FAX�048-887-9924　　事務局担当　栗原宛

ホームページからの情報発信� http://www.saikan-net.com/
事務局への連絡にもご協力ください


